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平成27年 春の全国交通安全運動

期間：２０１５/５/１１（月）～２０（水）

暖かくなってくるとともに、外出する機会も増えてきますが、これからの季節は子供や高

齢者が事故にあうことも増えてくる季節となります。

地域のみなさんで、子供や高齢者の安全を見守っていきましょう。

①子供と高齢者の交通事故防止

②自転車の交通事故防止

③すべての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用

④飲酒運転の根絶

⑤スピードの出し過ぎ防止

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

『ぼーっとしていた』

慌ててブレーキを踏んだが間に合わなかった

循環バスが道路脇の電柱などに衝突、乗客８人軽傷

２０１５年５月９日（土）２時２０分

８日午後２時半ごろ、千葉県の市道で、バスが道路脇にある標識や電柱などに衝突する事故が

あり、バスに乗っていた乗客８人がけがをしました。警察によりますと、バスを運転していた

男性運転手（６７）が『ぼーっとしていた』『バス停の手前で左に寄ってしまい、慌ててブレーキを踏ん

だが間に合わなかった』と話している。

『気付くのが遅れた』

午後5時 国道を横断中の女性はねられ死亡

◆横断歩道や信号機はなかった◆

２０１５年５月８日（金）２３時４３分

７日午後５時１５分ごろ、埼玉県の国道で、近くに住む無職の女性（７６）が道路を歩いて横断して

いたところ乗用車にはねられた。女性は全身を強く打ち死亡が確認された。警察は自動車運転

処罰法違反（過失傷害）の容疑で、乗用車を運転していた会社員（５５）を現行犯逮捕した。横断

歩道や信号機はなかった。同会社員は「気付くのが遅れた」と供述しているという。

交差点、左折時、自転車の女性はねる

２０１５年５月８日（金）１９時３０分

８日午後３時ごろ、東京都の交差点で、左折しようとした乗用車が自転車をはねて反対車線を

横切り、時計店に突っ込みました。自転車に乗っていた女性は病院に搬送されていて、警視庁

が事故の原因を調べています。

午後7時 ”赤信号”で横断、女性はねられ死亡

２０１５年５月９日（土）８時４分

８日午後７時１５分ごろ、山形県の交差点で、道路を歩いて横断していた無職の女性（６７）が、会

社員の女性（５３）の乗用車にはねられた。無職の女性は病院に運ばれたが、約１時間後に死亡し

た。警察によると、乗用車が直進中、左から横断歩道を渡ってきた女性をはねた。信号機があ

り、事故当時、女性が赤信号で道路を渡ったのが原因とみて調べている。


